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昇降機業界で活躍する男性の紹介

１. プロフィール

　　 名　　　前：林　悠真

　　 な　ま　え：はやし　ゆうま

　　 会　社　名：フジテック株式会社

　　 所 属 部 署：Big Wing製作所　製造部　

　　 職　　　種：機械製造

　　 入 社 年 度：2009年度

２. 担当業務について

　私は、入社後すぐ、製造部の塗装グループに配属され

ました。一口に塗装と言ってもロボットで塗装する工

程、人の手で塗装する工程など、様々な工程がありま

す。

　最初に担当した業務はロボットで塗装する工程でし

た。そこで取り扱う主な製品は、エレベーターの顔とも

いえる乗場の戸です。乗場の戸は、エレベーターを利用

される方の目に真っ先に入るため、非常に高い塗装の品

質が要求されます。　　

　お客様から指定される塗装は、シンプルな塗装から多

種多様なカラーバリエーションまで幅広く、その中でも

綺麗な発色やキラキラ輝くメタリック塗装、微妙なニュ

アンスを表現する色付けは非常に高い技術が必要となり

ます。経験を重ねれば重ねるほど、塗装という業務の奥

深さを感じ、その魅力にぐんぐん惹かれていきました。

３．仕事のやりがい

　塗装の中でも一番やりがいを感じたのはロボット塗装

工程の次に担当した磨き工程です。磨き工程とは、色付

けされた製品に、更にクリヤーといわれる磨き用の透明

な塗料をコーティングした後、製品表面を鏡のように磨

き上げる工程です。クリヤー塗料の厚みは髪の毛1、2本

程度しかないため、細心の注意を払いつつ、繊細に作業

しなければいけません。色付け、コーティング後の状態

では、自分の顔がぼんやり映るぐらいの塗装が、磨き加

工を行った後では顔がくっきり映し出され、色のついた

鏡のようになります。塗られた色を更に綺麗に映えさ

せ、人を感動させることが出来るレベルにまで仕上げる

工程が磨き工程だと思っています。

　これからも、お客様に、見て、触れて頂き、更に感動

までして頂けるような品質の塗装製品作りにチャレンジ

していきます。

４．趣味など

　私の趣味はバイク、ゴルフ、筋トレ、スノーボードな

ど様々です。外に出て体を動かすことで、仕事で溜まっ

た疲れもとれ、心身ともにリフレッシュします。最近特

に力を入れているのは筋トレです。平日も仕事終わりに

スポーツジムに足しげく通い「筋肉に負荷を与え、筋肉

と会話し、筋肉を磨き込む。筋肉の躍動を感じながらプ

ロテインを一気飲み」そんな日々を過ごしています。ゴ

ルフでは筋トレの成果が出ており「ファーーー！」と叫

ぶ回数が増えました。

５. 上長のコメント

　入社後の配属以来、現在の業務一筋で活躍しています

が、当時から仕事に対し積極的な取組姿勢や旺盛な改善

意欲など業務に対して高い意識を持っております。

　今後は、課内、部内に留まらず製作所をリードし、フ

ジテック製品の品質を作り込むキーマンとなるようサ

ポートしていきたいと考えます。
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